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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
・
研
究
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
報
告

二
〇
一
〇
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
日
本

学
術
振
興
会
の
二
国
間
交
流
事
業
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
と
の
共
同
研
究
「
東
中
欧
・

バ
ル
カ
ン
地
域
に
お
け
る
職
能
集
団
を

め
ぐ
る
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
圏
の

形
成
と
変
容
」
の
第
二
回
目
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
二
〇
一
一
年
一
一
月
五
日

と
六
日
に
開
催
し
た
。
昨
年
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
ペ
ー
チ
大
学
で
コ
ン
フ
ェ
レ
ン

ス
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
そ
の

内
容
と
成
果
に
つ
い
て
は
『
人
間
文
化

研
究
所
年
報
』
第
六
号
（
二
〇
一
一
年

三
月
）
で
報
告
し
て
い
る
。

今
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

た
め
、
ペ
ー
チ
大
学
の
研
究
者
が
一
一

月
一
日
か
ら
二
週
間
、
名
古
屋
を
中
心

に
日
本
に
滞
在
し
た
。
ペ
ー
チ
大
学
は

本
学
と
大
学
間
協
定
を
結
ん
で
い
る
た

め
、
来
日
し
た
一
日
に
本
研
究
科
の
人

間
文
化
研
究
所
と
学
長
の
訪
問
を
行
っ

た
。
人
間
文
化
研
究
所
で
は
、
阪
井
芳

貴
研
究
所
長
と
二
〇
〇
八
年
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
国
際
比

較
」
を
共
に
開
催
し
た
山
田
明
先
生
と

今
回
の
訪
問
の
目
的
等
に
つ
い
て
懇
談

し
た
。
そ
の
後
、
戸
乂
創
学
長
を
訪
問

し
、
今
川
正
良
副
学
長
、
人
間
文
化
研

究
科
の
藤
田
榮
史
研
究
科
長
の
同
席
の

も
と
、
共
同
研
究
の
内
容
や
ペ
ー
チ
大

学
の
紹
介
を
行
っ
た
。

今
回
の
来
日
の
第
一
の
目
的
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
だ
っ
た

が
、
そ
れ
以
外
に
も
日
本
各
地
を
訪
問

し
、
本
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
と
も
か
か

わ
る
日
本
各
地
域
の
産
業
と
文
化
の
歴

史
、
職
人
・
職
能
集
団
の
技
術
、
文
化

遺
産
の
保
存
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
、

今
後
の
共
同
研
究
の
進
展
に
つ
な
げ
る

こ
と
も
目
的
だ
っ
た
。
名
古
屋
で
は
、

ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
、
名
古
屋

城
、
徳
川
園
・
徳
川
博
物
館
を
見
学
し

た
。
名
古
屋
以
外
で
は
、東
京
、大
阪
、

京
都
、
奈
良
、
広
島
、
長
崎
、
熊
本
、

福
岡
の
各
地
を
訪
問
し
た
。
東
京
で
は

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
文

化
セ
ン
タ
ー
の
訪
問
、
明
治
大
学
図
書

館
で
の
古
地
図
の
見
学
、
大
阪
大
学
で

は
ペ
ー
チ
や
バ
ル
カ
ン
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
長
崎
県
立
大
学
で
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
政
治
の
現
状
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
開
催
も
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
昨
年
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を
踏
ま
え

て
、
そ
の
後
進
展
し
た
研
究
の
成
果
を

報
告
し
た
。
報
告
が
専
門
的
な
内
容
に

な
る
た
め
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
と
日
本
の
バ
ル

カ
ン
地
域
研
究
専
門
家
を
中
心
に
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
五
日
と
六
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
、
滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス
一

号
棟
一
階
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

開
会
の
挨
拶
と
参
加
メ
ン
バ
ー
の
紹

介
に
続
き
、
各
報
告
が
始
ま
っ
た
。
第

一
報
告
は
、
百
瀬
亮
司
氏
（
大
阪
大

学
）
に
よ
る
「
一
九
八
〇
年
代
の
コ
ソ

ヴ
ォ
を
め
ぐ
る
歴
史
学
」
で
あ
っ
た
。

本
報
告
で
は
一
九
八
〇
年
代
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
、
歴
史
学
者
が
ど

の
よ
う
な
議
論
を
積
み
上
げ
て
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
関

わ
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
。
そ
し

て
、
コ
ソ
ヴ
ォ
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人

の
歴
史
的
権
利
を
主
張
し
た
ボ
グ
ダ
ノ

ヴ
ィ
チ
の
主
張
が
コ
ソ
ヴ
ォ
に
お
け
る

セ
ル
ビ
ア
人
の
受
難
を
強
調
す
る
セ
ル

ビ
ア
正
教
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
共
鳴

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ィ

チ
が
「
学
問
的
権
威
」、
民
族
主
義
政

治
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

第
二
報
告
の
パ
プ
・
ノ
ル
ベ
ル
ト
氏

に
よ
る
「
バ
ル
カ
ン
お
よ
び
南
欧
地
域

と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
関
係
」
は
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
外
交
的
志
向
の
特
徴
を
歴
史
的

に
解
明
す
る
も
の
だ
っ
た
。
一
九
二
〇

年
以
降
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
南
の
地
域

と
の
関
係
に
対
し
関
心
が
持
た
れ
な
く

な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
は
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
外
交
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
は
バ
ル
カ

ン
や
イ
タ
リ
ア
と
の
密
接
な
関
係
が
織

り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
「
歴
史
的
記

憶
の
場
」
と
の
関
連
で
考
察
し
た
。

第
三
報
告
は
、
山
本
明
代
（
名
古
屋

市
立
大
学
）
に
よ
る
「
第
二
次
世
界
大

戦
期
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
住
民
交
換

と
地
域
再
編
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
間
で
行
わ

れ
た
住
民
交
換
と
両
国
に
お
け
る
ド
イ

ツ
系
住
民
の
強
制
移
住
に
よ
る
地
域
変

容
の
社
会
的
・
文
化
的
問
題
の
考
察
を

試
み
る
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、

今
後
行
う
文
書
館
で
の
史
料
調
査
の
準

備
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
の

整
理
と
問
題
点
の
抽
出
を
行
っ
た
。

第
四
報
告
の
レ
メ
ー
ニ
・
ペ
ー
テ
ル

氏
に
よ
る
「
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
エ

ト
ノ
ス
的
均
質
化
―
一
九
一
〇
―
三
一

年
―
」
は
、
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
に
お

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ペ
ー
チ
大
学
と
の
共
同
研
究
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

「
東
中
欧
・
バ
ル
カ
ン
地
域
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
圏
の
形
成
と
変
容
」

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科　

山（
や
ま
も
と
・
あ
き
よ
）

本
明
代
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い
て
第
一
次
世
界
大
戦
に
伴
う
政
治
地

理
的
変
化
が
エ
ト
ノ
ス
分
布
に
も
た
ら

し
た
影
響
を
検
討
す
る
も
の
だ
っ
た
。

多
様
度
指
数
に
基
づ
く
公
式
を
用
い
て

国
勢
調
査
を
分
析
し
た
結
果
、
人
口
移

動
の
主
要
ア
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
セ
ル
ビ

ア
人
は
、
自
集
団
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の

市
町
村
よ
り
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
や
ド
イ

ツ
人
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
市
町
村
に
移
入

し
、
多
様
度
を
上
昇
さ
せ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
で
、
第
一
日
目

の
報
告
は
終
了
し
た
。

第
二
日
目
に
も
引
き
続
き
、
各
報
告

を
行
っ
た
。
第
五
報
告
は
、
木
村
真

氏
（
日
本
女
子
大
学
）「
ブ
ル
ガ
リ
ア

人
野
菜
栽
培
農
民
の
移
動
」
で
あ
っ

た
。
こ
の
報
告
は
、
一
七
世
紀
に
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
で
野
菜
栽
培
の
技
術
を
学

ん
だ
バ
ル
カ
ン
山
麓
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

が
一
九
世
紀
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
到
着
し

た
過
程
と
そ
の
実
態
を
考
察
す
る
も
の

だ
っ
た
。
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世

紀
前
半
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
ブ
ル
ガ
リ

ア
人
野
菜
栽
培
農
民
の
出
稼
ぎ
や
移
住

が
増
加
し
た
の
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
都

市
向
け
の
野
菜
栽
培
が
拡
大
し
た
時
期

に
合
致
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
六
報
告
の
戸
谷
浩
氏
（
明
治
学

院
大
学
）「
国
境
と
近
代
（Frontiers 

and M
odern Tim

es

）」
は
、R. J. 

W
. 

エ
ヴ
ァ
ン
ス
の
著
書
『
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
：
中
欧
一
六
八
三
―
一
八
六
七
年
』

（
二
〇
〇
六
年
）
か
ら
、
中
欧
に
お
け

る
国
境
形
成
の
要
因
と
特
徴
を
分
析
し

た
。
こ
の
地
域
の
歴
史
的
国
境
は
重
層

的
な
境
界
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お

り
、
不
安
的
な
要
素
を
内
包
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
国
境
の
形
成
過

程
と
そ
の
特
徴
を
め
ぐ
る
国
際
比
較
研

究
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

第
七
報
告
は
、
シ
ョ
ク
チ
ェ
ヴ
ィ

チ
・
デ
ー
ネ
シ
ュ
氏
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
世

論
に
お
け
る
軍
政
国
境
地
帯
の
イ
メ
ー

ジ
と
一
九
世
紀
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
セ

ル
ビ
ア
人
国
境
民
世
界
に
お
け
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
へ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
で

あ
っ
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
政
府
が

オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
戦
争
終
結
後
に
ク

ロ
ア
チ
ア
と
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
に
軍
政

国
境
地
帯
を
形
成
し
た
が
、
そ
の
国

境
民
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
と
の
間
で
は
、

一
八
四
八
年
革
命
の
経
緯
に
よ
り
相
互

に
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

第
八
報
告
は
、
キ
タ
ニ
チ
・
マ
ー

テ
ー
氏「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の『
ギ
リ
シ
ア
』

商
人
―
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世

紀
初
頭
の
モ
ハ
ー
チ
を
中
心
に
―
」
で

あ
っ
た
。
ま
ず
、「
ギ
リ
シ
ア
」
商
人

と
呼
ば
れ
る
人
々
の
定
義
を
、
ギ
リ
シ

ア
正
教
徒
で
あ
り
、
生
業
と
し
て
商
業

を
営
む
店
舗
持
ち
商
人
、
あ
る
い
は
遠

隔
地
商
人
と
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
、

バ
ラ
ニ
ャ
県
モ
ハ
ー
チ
で
活
躍
し
た
ポ

ポ
ヴ
ィ
チ
・
デ
ィ
モ
一
家
の
事
例
を
基

に
、「
ギ
リ
シ
ア
」
商
人
の
実
態
の
解

明
に
迫
っ
た
。

第
九
報
告
の
秋
山
晋
吾
氏
（
一
橋

大
学
）「
ペ
シ
ュ
ト
の
ギ
リ
シ
ア
商
人

（
一
八
世
紀
末
―
一
九
世
紀
初
頭
）」は
、

一
八
世
紀
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
活
躍
し
た

ギ
リ
シ
ア
商
人
を
北
方
交
易
型
、
地
域

商
業
型
、
東
西
交
易
型
の
三
つ
に
類
型

化
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。そ
し
て
、

一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
の
ペ

シ
ュ
ト
の
ギ
リ
シ
ア
商
人
に
関
わ
る
文

書
史
料
に
基
づ
き
、
商
人
間
の
関
係
や

商
人
の
家
族
関
係
、
エ
ト
ノ
ス
意
識
の

形
成
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

第
一
〇
報
告
は
、
鈴
木
広
和
氏
（
大

阪
大
学
）「
一
六
世
紀
前
半
の
ハ
ン
ガ

リ
ー
知
識
人
の『
ト
ル
コ
人
』像
」だ
っ

た
。
実
際
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
訪
れ
た

知
識
人
た
ち
が
、「
ト
ル
コ
人
」
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
描
い
た
の
か
を
考
察

し
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
捕
虜
・
奴
隷

と
し
て
暮
ら
し
た
者
の
著
述
と
キ
リ
ス

ト
教
側
の
外
交
使
節
・
使
節
に
同
行
し

た
実
業
家
が
描
い
た
旅
行
詩
・
報
告
書

を
対
比
し
、
そ
の
相
違
に
つ
い
て
分
析

し
た
。
そ
の
結
果
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

的
な
「
ト
ル
コ
人
像
」
と
キ
リ
ス
ト
教

徒
と
し
て
の
否
定
的
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒

観
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ

の
「
ト
ル
コ
人
」
像
は
一
様
で
な
か
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
一
部

を
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究

（
Ｃ
）「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
間
の
住
民
交
換
に
み
る
国
民

的
地
域
的
再
編
と
記
憶
の
継
承
」（
代

表
・
山
本
明
代
）
と
共
催
で
行
い
、
山

崎
信
一
氏
（
東
京
大
学
）
と
鈴
木
健
太

氏
（
東
京
大
学
）
か
ら
バ
ル
カ
ン
地
域

研
究
の
視
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
ペ
ー
チ
大
学
と
の
共
同
研

究
は
今
年
度
で
一
旦
終
了
す
る
が
、
今

後
二
年
間
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
と
日
本
で
論
文
集
と
し
て
刊

行
す
る
計
画
で
あ
る
。




